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いせさきの昔を支えた煉瓦巡り 

順序 見学場所の名称 外観 概略の説明 

① 旧時報鐘楼 

・県内最古の

鉄筋コンクリート構造物

・大正５年(191６)竣工

・薬種商であった小林桂助寄付

・中台寺の梵鐘で時を知らせた

② 
空襲レンガ 

モニュメント

・昭和20年8月15日0時半

米空軍B29_88機による

伊勢崎大空襲で焼かれた跡を

留めている

・旧設楽外科の裏庭にあった

③ 

徳江製糸 ・戦前の伊勢崎佐波地域を代表する製糸

工場で三つの丸窓を持つ丸窓の製糸所で

有名、その遺構は、工女が宿舎と製糸所

を往来したレンガトンネルのみ 

④ 

レンガトンネル

のこぎりレンガ ・昭和9年建造

・旧橋勝織物工場

→上毛撚糸伊勢崎工場

・生糸生産に重要な室温を常温に

保つ為の煉瓦構造

⑤ 
両毛線 

レンガアーチ橋

・ＪＲ両毛線は M22/11、有限責任両

毛鉄道会社という名の私設鉄道

・養蚕が盛んな農村部と機業地の桐生、

伊勢崎、足利、製糸の前橋を結ぶ産業

自生鉄道

⑥ 廓新道の碑 

・廓新道開道記念碑Ｍ４４/4開通建立。

土地所有者同聚院、酒井家、内山文三

郎が協力、その中の酒井家は江戸時代

から M4の廃藩置懸迄、伊勢崎藩最後

の 9代目藩主の酒井忠彰 

・廓新道は城の北側～安堀町や太田町へ

の重要な役割をもつ道であった 

くるわしんどうのひ

主  催  伊勢崎市景観サポーター実行委員会

※今回は特別に内部を見学させ
ていただきました
見学の際は、伊勢崎メモリード
ホールへ、直接お問い合わせく
ださい。

※私有地を特別に撮影させていた
だきました。
見学の際は、周辺にお住いの方々
への配慮をお願いします。

（メモリード）
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